
平成31年3月14日（木）

シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢
（伊勢市観光文化会館）

　\5,000

主催：伊勢市観光文化会館　指定管理者　株式会社スコルチャ三重  

後援：伊勢市・伊勢市教育委員会　　協力：ジーコーポレーション

※未就学児のご入場はご遠慮願います。

開場18:00/開演18:30

◆発売初日　午前9時～
●シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢 0596-28-5105　　
●三重県営サンアリーナ ・・・・・・・・・・・・ 0596-22-7700　　
●村林楽器店 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0596-25-2235
●鳥羽ショッピングプラザ　ハロー ・・・ 0599-26-3309　　
●神戸屋楽器店・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0599-43-0360

◆発売初日　午前10時～
●村井楽器伊勢店・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0596-22-1238　　
●村井楽器松阪店・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0598-21-1030　　
●クラギ文化ホール内 喫茶花音・・・・・・・・・・・・0598-21-8625
●松阪ショッピングセンターマーム1階インフォメーション
 0598-52-4700
●エムズネット三重県文化会館WEBチケットサービス　
    https://www3.center-mie.or.jp/tickets/　　
●チケットぴあ(Pコード490-397)・・・・・・・・・・・0570-02-9999

【プレイガイド】チケット発売日:平成30年12月8日（土）

太郎冠者　中村　修一
 亭 主 　高野　和憲

後見　石田　淡朗

萩 大 名

悪 太 郎

大名　野村　万作

後見　飯田　豪

悪太郎　 野村　萬斎
 伯 父 　深田　博治
 酒 屋 　野村太一郎

  近々都から帰国することになった田舎大名が、太

郎冠者の案内で、とある庭園に萩の花見に出かける。

風流者の亭主が、来客に必ず一首所望することを知

っている太郎冠者は、「七重八重　九重とこそ思ひ

しに　十重咲きいづる　萩の花かな」という聞き覚

えの歌を大名に教えておく。見事な庭を楽しんだ後

、いよいよ歌を詠むことになるが、大名は…。実力

はあっても風流に欠ける大名を風刺するだけでなく

、無邪気で大らかな人物として描くところに狂言ら

しさがある作品です。のどかな風情が漂う舞台を、

ごゆっくりお楽しみ下さい。

　乱暴者の悪太郎は、酒を飲むことを非難する伯

父を脅してやろうと、長刀を携えて出かけていく。

ところが、そこでもさんざん酒を飲み、よい機嫌

になると、帰る道すがら寝込んでしまう。後をつけ

てきた伯父は、道端に寝ている悪太郎を見つけて

僧形にし、「今後は南無阿弥陀仏と名づける」と

言い渡して去る。さて、目を覚ました悪太郎は…。

行き場の無いエネルギーを放出していた悪太郎ですが、

「南無阿弥陀仏」と名づけられるのを境に舞台が

一変します。狂言らしい笑いに溢れる前半と共に、

悟りに至る後半もまた見どころです。

（全席指定・税込）

■ 日 時

■ 場 所

■ 入 場 料
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